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再び使命感をもって
高橋成子

1 ．現在の仕事を志したきっかけ
　私は現在NPO法人のグループホームで世話人と
して働いています。主に心の病や障がいをお持ち
の方を対象としています。私がこの仕事を志した
きっかけは、幼い頃に目撃した、知人（統合失調
症）の衝撃的な行動に影響を受けたことが始まり
ではないかと思います。以前から人の役に立ちた
いという思いがあった私は、福祉を学ぶために大
学に入学しましたが、入学後も私はその知人に対
して拒否的な態度をとっていました。私の考えが
変わったのは、精神保健福祉士（以下PSW）とい
う職種があることを初めて知って専門科目を受講
するようになってからです。それから私は徐々に
その知人のことを理解できるようになっていきま
した。就職活動ではゼミの先生をはじめ諸先生
方、キャリアサポートセンターの方にお世話にな
り、精神科クリニックに入社をしました。二年目
からはグループホームで勤めるようになり、現在
に至ります。
2 ．これまでに困ったこと、また乗り越えたこと
　私はこれまでに燃え尽きに近い状態になったこ
とが 2 度程ありました。最初に働いたクリニック
で私はデイケアの常勤スタッフになりました。最
初に大変だったのは、新人PSWの私がデイケアス
タッフの中心的役割を担うということでした。そ
れから、同じ職種の先輩がいない、ある程度のマ
ニュアルもない、仕事量が多く、入院の手続きや
地域会議の参加などでデイケアを離れるときや、

看護師が処置室に行けばプログラムを一人で任さ
れるときもしばしばという職場環境の中で、もと
もと一人で抱え込み、人の評価を気にする私は、
誰にも相談できず、任された仕事は断れず、その
ため仕事が終わらず、毎日終バスで帰るという生
活が続きました。一年目の夏頃、体重は急激に減っ
ていき、自分を責めて抑うつ状態になり、頭の回
転が鈍くなって思考停止になることも多々ありま
した。自分に自信が持てず、周りの職員にどう思
われているのか気になって、何か言われただけで
責められているように感じる精神状態になってい
ました。そのような中、入社して 1 年が経ち、新
年度からグループホームに異動になりました。始
めの 2 週間くらいは特にすることがなく、今思え
ば有難い休養の時間になったと思います。
　私が燃え尽きに近い状態になった理由は 4 つあ
ります。①未熟なスキル（専門職として、社会人
として）②組織力（仕事量、職場の処遇方針の曖
昧さ、職場内で適切なスーパービジョンが受けら
れないこと）③サポート源（同職種の同僚や先輩
がいない）そして、そこに④個人要因（問題の抱
え込み、人の評価を気にする）が加わり長期化し
たことです。現在では、大変なこともありますが、
職場環境が変わり、対処法をいくつか身につけて
いるのもあり、充実して仕事をさせていただいて
います。今回の振り返りでは、今後さらに自己覚
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知をしていくことが大事であること、また新しい
組織を作っていく力もワーカーにとって必要とさ
れていることを確認しました。
3 ．現在、悩んでいることや課題
　①社会資源の幅広い理解と活用の仕方、②社会
資源の開拓（入居者の希望や願望にそった支援を
する際に制度の限界を痛感しています）

（たかはし・せいこ　精神科クリニックデイケア
スタッフを経て、現在は足立区のグループホーム
世話人として勤務、精神保健福祉士、2008年度聖
学院大学人間福祉学科卒業）




